
第 13回原子力損害賠償・廃炉等支援機構  

燃料デブリ取り出し工法評価小委員会 議事要旨 

 

日時：令和６年７月３日（水）17:30～19:30 

場所：原子力損害賠償・廃炉等支援機構 大会議室 

 

１．燃料デブリ取り出し規模の更なる拡大に向けた設計検討の進め方

について  

 東電から燃料デブリ取り出し規模の更なる拡大に向け具体的な設

計検討項目とアウトプット、検討スケジュール及び検討体制等につい

て、説明。 

 委員からの主な意見等は以下のとおり。 

 

○内部調査が極めて重要。もっと加速して進めなければならない。内

部の状況がわからない中で幾ら取り出しシナリオを検討したとこ

ろで、前提が崩れたらそのシナリオが成立しない可能性がある。 

○併行して行う水遮蔽機能を活用した工法の検討について、地盤の汚

染状況の調査等も含めた全体像を示してほしい。 

○作業員の安全が考慮されるべき。また、オペレーションする人材の

育成も課題になるだろう。 

○廃棄物の取扱いは、廃棄物ストリームとも関連してくることなので

早い段階で廃棄物管理側と一緒に検討し最適化を図るべき。 

○準備工程で既存建屋等の解体撤去が行われる計画となっているが、

解体に伴い発生した瓦礫等の保管場所は考慮されているのか。 

○全体の工程も重要だが、進捗を確認するためにもまずは足元の工程

を詳細化することが重要。また、準備工程（環境整備）と内部調査

がどのような段取り・工程なるのか具体的に示してほしい。 

 

２．燃料デブリ取り出し工法説明会について 

  機構から令和６年６月に実施した燃料デブリ取り出し工法説明

会の開催実績について、説明。 

  委員からの主な意見等は以下のとおり。 
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○燃料デブリ取り出しのためにあらゆる努力を行っていくことを一

般の方々に示すためにも、このような説明会を開催することはとて

も重要。 

 

（以上） 


